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現
代
は
、
一
九
七
五
年
頃
よ
り
次
第
に
、
特
に
一
九
七
三
年
の
「
石
油
危
機
」
以
後
、
「
宗
教
復
興
」
の
時
代
と
呼
ば
れ
た
り
す
る
ほ
ど
に、世界的規模で諸宗教の新しい進展が目覚ましい。それも「根本主義的」・「原理主義的」（｛目：曰のご白］尉骨）と呼
ば
れ
る
性
格
の
保
守
的
な
宗
教
伝
統
へ
の
回
帰
現
象
が
広
く
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
イ
ス
ラ
（１） 
－
ム
の
場
△
ロ
に
も
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
場
△
ロ
に
も
見
ら
れ
る
。
近
代
の
啓
蒙
主
義
以
来
、
伝
統
的
な
諸
宗
教
は
「
世
俗
化
」
の
波
の
な
か
で
次
第
に
影
響
力
を
失
い
、
時
代
錯
誤
的
な
も
の
と
し
て
私
的
な
領
域
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
き
た
感
が
強
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
欧
米
で
も
、
「
キ
リスト教後の時代」（己。鷲‐Ｏゴュ印冒口の『口）というような表現が久しく用いられてきた。だが、核戦争の可能性や、世
界
的
・
宇
宙
的
規
模
で
の
環
境
破
壊
や
、
地
球
資
源
の
枯
渇
や
、
さ
ら
に
は
エ
イ
ズ
問
題
、
倫
理
の
崩
壊
、
麻
薬
や
暴
力
の
蔓
延
、
そ
し
て
さ
ら
に
「
社
会
主
義
」
の
崩
壊
な
ど
の
「
世
紀
末
的
一
現
象
が
、
多
く
の
人
々
の
心
に
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
無
力
感
や
不
安
感
を
与
、
、
え
続
け
る
状
況
が
生
じ
て
き
て
、
「
終
末
感
」
や
「
神
罰
感
」
が
そ
れ
な
り
の
実
感
を
も
っ
て
受
け
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
、
いわゆるポスト・モダン的思考が、「社会Ⅱ閉じられたシステム」というような把握を広げ、そのため特に若者の層に
ま
え
が
き
イ
エ
ス
の
原
像
二
）
ｌ『マルコによる福音書』の批判的読解Ｉ
高
尾
利
数
4０ 
イエスの原像（－）
こ
う
い
う
風
潮
に
便
乗
し
て
、
先
祖
帰
り
的
に
「
宗
教
復
権
」
を
目
論
む
安
手
の
宗
教
家
や
教
団
な
ど
も
増
え
て
い
る
。
ま
た
作
家
や
芸
術
家
の
間
で
も
、
人
生
に
お
け
る
「
神
秘
的
な
」
面
な
ど
を
強
く
印
象
づ
け
、
人
間
の
「
弱
さ
、
愚
か
し
さ
、
歪
み
」
な
ど
を
指
摘
し
（３） 
つ
つ
、
宗
教
回
帰
へ
の
下
請
け
的
仕
事
を
し
て
い
る
者
た
ち
も
多
い
。
そ
の
よ
う
な
風
潮
は
、
一
定
程
度
理
解
で
き
る
が
、
や
は
り
深
い
所
で
危
険
で
あ
る
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
広
が
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
よ
り
徹
底
し
た
吟
味
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
言
え
ば
、
も
う
二
○
○
年
以
上
に
な
る
歴
史
的
・
批
判
的
研
究
の
諸
成
果
を
真
剣
に
受
け
継
ぐ
こ
と
な
し
に
、
安
易
に
「
聖
書の真理」「聖書原理」などを賞揚することは深く欺朧的であり危険なことである。そのような傾向への批判として、
福音書の批判的読解を介して「イエスのイメージ」を新しく批判的に把え直してみたいと思う。何と一一一一［っても、イェ
的雰閉気のなかで一「親し』
与えられ易いのであろう。
おいて、個人の主体性感や変革への期待感を失わせ、深い孤独感や閉塞感や虚無感を蔓延させてきている。
日
本
で
も
、
そ
の
よ
う
な
「
感
じ
」
が
広
が
り
、
特
に
若
者
の
間
で
、
い
わ
ゆ
る
「
新
・
新
宗
教
」
な
ど
に
加
わ
る
者
の
数
が
増
え
て
（２） 
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
場
〈
ｍ
に
も
、
既
成
の
教
団
な
ど
よ
り
も
、
保
守
的
な
「
根
本
主
義
的
」
傾
向
の
宗
派
の
ほ
う
が
「
布
教
の
成
果
」
を挙げているようである。「物見の塔（エホバの証人）」や「統一教会」などの布教活動が目立つゆえんであろう。現
代が迫る深刻な諸問題と誠実に取り組もうとしてきた良心的なキリスト者たちの所属する教会などは、むしろおしな
べ
て
「
若
者
不
在
」
を
嘆
い
て
い
る
。
多
く
の
深
刻
な
問
題
に
誠
実
に
取
り
組
も
う
と
す
る
と
、
安
易
な
、
そ
し
て
一
挙
的
な
解
決
な
ど
簡単には見付からないので、「しんどさ」や「空しさ」だけが増幅されてしまうからであろう。それゆえキリスト教会
に
お
い
て
も
、
「
福
音
主
義
同
盟
「
一
な
ど
の
よ
う
な
保
守
的
「
正
常
化
」
を
願
う
人
々
の
勢
力
の
ほ
う
が
強
く
な
り
、
も
し
若
者
が
来
る
と
し
て
も
、
保
守
的
な
者
ば
か
り
と
い
う
現
象
を
生
み
出
し
て
い
る
。
一
般
的
に
も
、
ほ
と
ん
ど
呪
術
的
で
あ
っ
た
り
、
小
さ
い
サ
ー
ク
ル
的雰閉気のなかで「親しい気楽な交わり」などが感じられるミニ・ミニ宗教などのほうが、「安らかさ」や「霊験」が
4１ 
スはキリスト教発生の出発に立っているのであり、イエスをどう理解するかが、キリスト教なる宗教をどう理解する
（４） 
かにとって決定的な意味を持っているからである。だがもちろん筆者は、－１史的イエス」の「実像」を明らかにできる
などと主張しているのではない。そういう「本物」発見術的読みが不可能であることは、長い「イエス伝研究史」の
なかで常識にさえなっている。しかし、だからといって、イエスについてのイメ１ジが何も浮かばないというわけで
はない。新約聖書とりわけ福音醤を読めば、必ず何がしかのイメージを持たざるをえない。その際、誰もが陥るであ
ろう過ちや歪みや偏りを、できるだけ相互の検証によって避けながら、自分の「生活の座」（の同旨Ｐのすの口）のなか
（５） 
から誠実に描こうとする努力が大切であると思う。以下において、そういう試みを展開してみたい。
新約聖書には四つの福音書なるものが編入されているが、現在の新約聖書の最初の三つの福音書、『マタイによる福
音書』、『マルコによる福音書」、『ルヵによる福音書』は、久しく一「共観福音書」（印百○日、垣。ｇの一ｍ）と呼ばれてきて
いる。一二書とも同じような観点から書かれていると思われてきたからである。しかし、注意して読むと、これらの福
音書が、そう簡単に共通の視点から書かれたものだとは思えなくなる。多くの重大な視点の違いが読み取れるのであ
る。これらの福音書が書かれた順番からいえば、『マルコによる福音醤」が最初に瞥かれ（少なくともその岐初の中心
部分は、早ければ五○年代の終りに）、次ぎに『マタィによる福音書』が（おそらく七○年代の終りに）、そして『ル
ヵによる福音書』が（おそらく八○年代の終りに）書かれたものである。五○年代にはすでに、イエスの直弟子たち
や、イエスの兄弟ヤコブなどが中心的指導者であったエルサレム教会が存在していたのであり、パウロもすでに活躍
していた。彼らの間には．イエスの人格、役割、意味づけなどについて、少なからぬ理解の相違があったが、しかし
いわゅえるイエスについての「キリスト論的解釈」においては、根本的に共通していたと思われる。彼らはイエスを、
あ
が
な
旧約聖謝の時代以来約束されていたメシアⅡキリストと理解し、イエスの十字架上の死を万人の罪を賭うための死と
4２ 
イエスの原像（一）
ロ
ゴ
ス
受け止め、その確証としてのイエスの復活の事実を中核として「一旦教の言葉」を語っていた。『マルコによる福音書』
の記者は、そういうイエス理解に対して、ガリラヤという辺境の地で貧しい民衆と共に、そして彼らのために生き労
した生前のイエスの生き生きとした姿を描き、パウロなどのいう「福音」とは本質的に違った福音理解を展開したと
思われる。福音書というまったく新しい文学形式で最初に書かれた「マルコによる福音書」は、広く読まれ流布され
たようである。後に「正統的・主流派的」になるエルサレム教会やパウロによるイエス理解にとっては、『マルコによ
る福音脅』のイエス理解は困ったものであったであろう。そこで彼らは、より教会的なイエス像を描き出そうとした。
しかしすでに『マルコによる福音謀』が広く知られていて抹殺するわけにはいかないので、それを下敷きにしながら、
教会独自の資料や解釈を挿入したり、都合の悪いところを抹消したりしながら、マタイ学派やルカが、それぞれ独自
の福音書を書いたのである。それらが『マタィによる福音書』であり、『ルカによる福音書』である。そこでは換骨奪
胎とさえ言えるほどの手直しがなされている。そしてずっと後代に教会が聖書正典を編纂するときになって、他にも
いろいろあった福音書のなかから、これら三つの福音書および、きわめて違った性格の『ヨハネによる福音書』を選
んで正典のなかに入れたのであるが、教会的視点を打ち出すために、歴史的な順序ではなく、現在の順序のようにマ
タィ、マルュルヵという順序に変えて編纂したのである。教会は、『マルコによる福音灘』を正典に入れたくなかっ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
最
古
の
も
の
で
あ
り
、
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
入
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
のであろう。それでその影響を最小のものとするために、より正統教会的な後代の二つの福音書の間に挟んで編纂し
たのである。いわば「サンドイッチ規制」である。そういうわけで、現在われわれは、これら三つの福音書をあらた
めて比較し批判的に読まなければ、イエスの「原像」に迫ることはできないと思うのである。本論は、そういう視点
か
ら
害
か
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
是
非
念
頭
に
置
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
4３ 
今回も、基本的な知識や洞察において田川建三氏に負うところ大である。いつものことながら氏のような人物が存
在することは、日本にとっても世界全体にとっても、まさに祝福であると思う。あらためて感謝したい。私などは、
氏の鋭いご指摘に促されて、私なりの検討を試みているにすぎない。その「私なりの」というところに、いろいろ間
あ
ら
わ
違いや逸脱があるかもしれないが、そこには同時に善かれ悪しかれほかならぬ私自身の独自の応答も顕になっている
であろう。とにかく、このような視点が、キリスト教会の枠を越えて、危機的な現代に生きる者すべてにとって、真
剣な討論の材料になればまことに幸せである。
注（１）この点に関する最近の包括的仕事としては、Ｑ｜』の、門向田同Ｆ亜Ｆ四肉⑦ぐ目Ｓｍ曰のＣ】のＦ》向Ｑ旨Ｃｐｍ目、の昌一①．甸四：』①や』
がある。邦訳はジル・ケペル『宗教の復讐』（中島ひかる訳、晶文社、一九九二年）。ただしこの著作は、イスラーム、
ユダヤ教、キリスト教のみを取り扱っている。それに内容はかなり平板で、批判的視点がとぼしい。
（２）拙諭「現代若者老１幸福の科学現象から」、『現代と展望」恥調、一九九二－夏号（稲妻社）を参照されたい。
（３）拙論「イエス・キリスト教・カトリシズムー遠藤周作の場合ｌ「’（『国文学解釈と鑑賞」、第五一巻、’○号、一九八六
年、至文堂）を参照。また、田川建三『批判的主体の形成』、（三一書房）のⅢ「弱者の論理」をも参照。
（４）拙著『キリスト教史ｌ問題史的接近』（法政大学通信教育部、一九九二年）を参照されたい。
（５）最も優れたものとしては、田川達三『イエスという男』（一一一一書房、一九八○年）がある。最近の独特なものとしては、
岡野守也『美しき菩薩・イエス』（青士社、’九九一年）がある。
4４ 
イエスの原像（－）
周知のことであるが、この福音書の一～一・一一章と一四～一六章とは非常に趣を異にしている。保守的学者たちは、
｜～一六章すべてが最初から書かれたものだと主張し、批判的学者の多くは一四～’六章の「受難物語」は後に付
（１） 
け加えられたものだと理解する。筆者は後者の立場に立つ。しかも、現行の一～一一二章にもすでに多くの加筆がなさ
れていると思うので、それ以前のものを仮説的に『原マルコ』と呼んでおく。この『原マルこの部分は、おそらく
五○年代の終りか、六○年代の始めに書かれたものである。つまり、パウロの書簡の多くよりも後代のものである。
この福音書はイエスの直弟子たちが指導者になっていたエルサレム教会や、パウロによって展開されていたイエス
理解に対して、違ったイエス理解をつまり、ガリラヤという地方で民衆のために、民衆と共に生きたイエスの姿を、
「福音書」という新しい文学形式で描こうとしたものである。当然ながら、『マタイによる福音書」や「ルカによる福
音書』よりも前に書かれたものであり、それだけに注意して読むと、それらとは違う鋭い批判的視点を提示してくれ
（２） 
る。 「マルコによる福音書』｜函一、一五
１神の子イエス・キリストの福音の初め。
巧ヨハネが捕らえられた後、イエスはガリラヤへ行き、神の福音を宣く伝えて、「時は満ち、神の国は近づいた。悔
い改めて福音を信じなさい」と言われた。
１
福
音
の
初
め
4５ 
｜「第一節〕この節は、元来のテクストといわれる『シナィ写本第一写記え』にはないものである。「原マルコ』に
は
、
こ
の
第
一
節
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
さて、この節のギリシャ語テクストには、｜神の子」という表現もないし、イエス・キリストに定冠詞も付いていな
い。ということは、ここで「キリスト」といわれているのは「唯一絶対のメシア｜というような意味ではなく、「キリ
（３） 
ストといわれているイエス」というほどの意味であろう。つまり、イエスという名の人は多数いるので、同定のため
にこの語を使っているということであろう。とすれば、この岐初の、元来はなかった一節においてすでに、きわめて
批判的な視点が明瞭に示されているといわなければならない。
さらに、「福音」という表現であるが、この福音書では全部で七箇所で用いられているのであるが、それらはすべて
（４） 
一編集句」である。とすれば、この福音書の記者は、「福音」という一一一口葉を、イエス伝承に当てはめて語るという新し
い試みをしたということであろう。
こ
の
禍
音
瞥
が
智
か
れ
る
以
前
に
、
イ
エ
ス
の
直
弟
子
た
ち
や
、
ま
た
彼
ら
か
ら
伝
承
を
受
け
た
パ
ウ
ロ
な
ど
は
、
す
で
に
「
禍
音
」
という言葉を特殊な意味で用いていた。次のような箇所が典型的である。「兄弟たち、わたしがあなたがたに告げ知ら
せた福音を、ここでもう一度知らせます。これは、あなたがたが受け入れ、生活のよりどころとしている福音にほか
なりません。どんな一一一一口葉でわたしが福音を告げ知らせたか、しっかり覚えていれば、あなたがたはこの福音によって
救われます。さもないと、あなたがたが信じたこと目体が、無駄になってしまうでしょう。最も大事なこととしてわ
たしがあなたがたに伝えたのは、わたしも受けたものです。すなわち、キリストが、聖書に書いてあるとおりわたし
たちの罪のために死んだこと、葬られたこと、また、聖諜に齊いてあるとおり三日月に復活したこと、ケファに現れ、
4６ 
イエスの原像（一）
その後一一一人に現れたことです。……」（『コリントの信徒への手紙１』一五二～五）。｜キリスト・イエスの僕、神
の福音のために選び出さ打召されて使徒となったパウロから、ｌこの福音は神が既に聖書の中で預言者を通し
て約束されたもので、御子に関するものです。御子は、肉によればダビデの子孫から生まれ、聖なる霊によれば、死
者の中からの復活によって力ある神の子と定められたのです。この方が、わたしたちの主イエス・キリストです」
（５） 
（『ローマの信徒への手紙』一坤一～四）。パウロの最古の手紙である『テサロニヶの信徒への手紙ｌ』では、パウロは、
「神の福音」という表現を繰り返し用い、その内容としては、「死者の中から復活したイエス」を繰り返し語り（■
一○、四坤一川）、主イエスの再臨を熱っぽく語っている（川叩一五～一七・五ｍ一三）、
マルコの記者は、こういう福音の宣教を知っていたであろうし、また次のようなパウロの警告の言葉も当然知って
いたであろう。「キリストの恵みへ招いてくださった方から、あなたがたがこんなにも早く離れて、ほかの福音に乗り
換えようとしていることに、わたしはあきれ果てています。ほかの福音といっても、もう一つ別の福音があるわけで
はなく、ある人々があなたがたを惑わし、キリストの福音を覆そうとしているにすぎないのです。しかし、たとえわ
たしたち自身であれ、天使であれ、わたしたちがあなたがたに告げ知らせたものに反する福音を告げ知らせようとす
るならば、呪われるがよい。わたしたちが前にも一一一一向っておいたように、今また、わたしは繰り返して言います。あな
たがたが受けたものに反する福音を告げ知らせる者がいれば、呪われるがよい一（『ガラテャの信徒への手紙』一ｍ六
～九）。またさらに「わたしはあなたがたの間で、イエス・キリスト、それも十字架につけられたキリスト以外、何
も知るまいと心に決めていた」（『コリントの信徒への手紙１』二二一）とか、「肉に従ってキリストを知っていたとし
ても、今はもうそのように知ろうとはしません」（『コリントの信徒への手紙２」五二六）というようなパウロの言
葉や姿勢も知っていたであろう。それにもかかわらず、この福音書記者は、あえて「地上のイエス、肉のイエス」を
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猫
こ
う
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
地
上
で
、
民
衆
の
間
に
あ
り
、
彼
ら
の
た
め
に
生
き
た
イ
エ
ス
の
生
き
様
に
こ
そ
「
福
音
」
が
あ
る
の
だ
と
い
う
主
張
を
し
よ
う
と
思
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
第
一
節
に
も
す
で
に
、
そ
う
い
う
記
者
の
批
判
的
視
点
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
ア
ル
ケ
ー
さ
て
、
こ
こ
に
は
『
禍
音
の
初
め
」
と
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
が
、
一
」
こ
で
は
単
に
「
始
ま
り
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
マ
タ
ィ
や
ル
カ
の
福
音
書
の
「
初
め
」
の
観
念
と
比
較
し
て
み
る
と
、
違
い
が
よ
く
分
か
る
。
マ
タ
ィ
は
お
そ
ら
く
七
○
年
代
の
終
り
に
、
ル
カ
は
お
そ
ら
く
八
○
年
代
の
終
り
に
書
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
い
う
時
代
ま
で
に
は
す
で
に
イ
エ
ス
に
つ
い
て
の
諸
伝
承
は
多
く
の
聖
曾
伝
挽
と
し
て
「
発
展
」
さ
せ
ら
れ
、
ま
た
、
神
の
７
が
肉
体
を
と
っ
て
地
上
に
下
っ
て
き
た
と
い
う
一
受
肉
」
の
観
念
が
成
立
し
て
い
た
の
で
、
「
処
女
降
誕
」
と
い
う
神
話
を
も
っ
て
習
き
始
め
ら
れ
て
い
る
。
イ
エ
ス
に
つ
い
て
の
神
話
化
の
過
程
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
毎
年
「
ク
リ
ス
マ
ス
」
の
季
節
が
め
ぐ
っ
て
く
る
と
、
問
題
の
多
い
こ
の
祭
り
に
つ
い
て
、
ど
れ
ほ
ど
問
題
提
起
が
な
さ
れ
て
き
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
教
会
に
お
い
て
は
、
本
質
的
な
吟
味
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
’
二
月
二
五
日
に
イ
エ
ス
が
生
ま
れ
た
と
い
う
伝
承
は
ま
っ
た
く
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
日
付
が
ず
っ
と
後
代
に
主
張
さ
れ
た
の
は
、
第
一
世
紀
に
ロ
ー
マ
帝
国
内
で
盛
ん
で
あ
っ
た
ミ
ト
ラ
ス
教
の
「
太
陽
神
一
の
誕
生
を
祝
う
非
常
に
人
気
の
高
か
っ
た
冬
至
祭
を
、
キ
リ
ス
ト
教
会
が
何
と
か
切
り
崩
そ
う
と
横
取
り
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
に
と
っ
て
も
小
さ
く
は
な
い
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
ロ
ー
マ
帝
国
は
す
で
に
キ
リ
ス
ト
教
を
帝
国
の
宗
教
と
し
て
公
認
し
、
帝
国
の
支
配
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
が
そ
の
諸
教
義
に
おいて「一致すること」を要請していたからである。それにしても多くの粁余曲折があり、鰻終的にこの日付が定め
ら
れ
た
の
は
、
八
世
紀
の
終
り
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
イ
エ
ス
の
誕
生
を
神
話
化
・
神
秘
化
・
教
義
化
し
て
い
っ
た
結
果
作
り
出
さ
れ
た
幻
想
で
あ
り
、
そ
の
う
え
近
代
に
お
い
て
は
ま
す
ま
す
情
緒
化
と
商
業
化
の
度
合
い
が
深
め
ら
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
商
を
示
し
て
い
る
。
4８ 
イエスの原像（一）
さて一五節であるが、この節は、この記者の独創というのではなく、彼が知っていた教剛がイエスの宣教の要約と
して語っていたものを伝えたのであろう。そこでまず「時は満ちた」という表現を検討してみよう。教団としては、
この表現によってユダヤ教独特の「救済史的」理念を告げていたのかもしれない。そこでは、神の長い救済の歴史の
なかで、イエスが現われたこの時は、まさに神の救済の目的が達成される時として把握されていたのかもしれない。
実際この福音書記者は、次のようなパウロの考えを知っていたであろう。｜‐時が満ちると、神は、その御子を女から、
あ
が
な
しかも律法の下に生まれた者としてお遣わしになりました。それは、律法の支配下にある者を畷い出して、わたした
ちを神の子となさるためでした」（『ガラテャの信徒への手紙」四曲四～五）。これは、まさに「救済史的一把握である
（６） 
業主義に便乗して宣伝ミ」れ広げられてきているものである。大多数のキリスト教会は、こういう面を直視せず、「良い
間守られてきた伝統だから」、「そこには豊かな夢がある」などといって批判的検討を避けている。この「夢」につい
（７） 
てはすでに他のところで詳しく述べたことがあるので、〈Ｔは触れないが、こういう発想でいるならば、それはある意
味で、二月二日を「建国の日」とすることと同じ機能を果たすともいえよう。現代のキリスト教会は、この「建国
の日」に大いに反対しているのであるが、それはもちろん結構なことであるし、その反対連動はさらに強化されるべ
きものである。この二月一一日という日付の決定がいかに恋意的なものであったかは今日ではほとんど常識になって
（８） 
いるが、日本の政府はどれ程批判されても「伝統」だからと居直っている。クリスマスと「建国の日」（紀元節）とで
は、いろいろな面で違うのは当たり前であるが、しかし既成の組織や体制を守り強化するための幻想的機能というよ
うな意味においては同じ機能を果たしているといえよう。とにかく、今日聖書を読む場合には、こういうところまで
批判の目を配る必要があると思うのである。
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が、マルコの記者は、そういう解釈を継承しようとばしていないようである。もし彼が、「救済史的」意義を強調しよ
う
と
思
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
こ
こ
で
旧
約
聖
書
以
来
の
歴
史
を
語
っ
た
り
、
預
言
の
成
就
と
い
う
よ
う
な
面
を
強
調
し
た
で
あ
ろ
う
。
確
力
イ
ロ
ス
ケ
イ
ロ
ー
かに一」の「時」という字は、「切断する」に由来するもので、持続的時間（クロノス）を断ち切るものと理解されてい
る
か
ら
「
救
済
史
的
」
だ
と
い
う
主
張
も
さ
れ
う
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
語
そ
の
も
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
元
来
ギ
リ
シ
ア
語
で
あ
り、それ自体として「イスラエル的救済史観」を前提になぞしてはいない。マルコでのこの言葉の使われ方を見れば、
それぞれの時の「今」性を強調していると読むほうが素直であると思う。（一○館一一一○の「この時」、一一函一三の
「
イ
チ
ジ
ク
の
時
」
、
一
二
軒
二
の
「
収
穫
の
時
」
な
ど
を
参
照
）
。
こ
の
福
音
書
を
読
ん
で
い
け
ば
分
か
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
記
者
は
、
イ
エ
ス
と
の
出
会
い
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
を
大
切
に
す
る
と
い
う
視
点
を
こ
そ
強
調
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
次の「神の国は近づいた」であるが、この「神の国」というのが「神の支配」（団口呂の旨８口目昏の○口）という意味で
あ
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
マ
タ
イ
で
は
「
天
国
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
は
ま
っ
た
く
違
う。この「近づく」は完了形であるので、「近づくという動作はもう完了した」ということであり、神の支配がもう現
実になってしまっている、というニュアンスである。周知のようにイエスは神のことを「アッバー」（シ９画）と呼ん
だ
の
だ
が
、
そ
れ
は
「
父
ち
ゃ
ん
」
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
は
イ
エ
ス
が
神
に
感
じ
て
い
た
親
し
さ
と
信
頼
の
情
を
示
し
て
い
る
。
イ
エ
ス
の
場
合
に
は
、
こ
の
ア
ッ
バ
ー
な
る
神
が
、
本
来
的
に
無
条
件
・
無
差
別
・
平
等
の
祝
福
を
万
人
に
与
え
て
い
る
と
把
え
ら
れ
て
いると思われるのだが、そのことはまさに事柄として本来的なことであり、だからこそ今、不当な差別や抑圧を生み
だ
し
、
そ
れ
を
支
え
て
い
る
よ
う
な
者
た
ち
に
対
し
て
は
激
し
い
怒
り
と
な
っ
て
爆
発
す
る
よ
う
な
把
握
で
あ
る
。
逆
に
今
虐
げ
ら
れ
た
り
差
別
さ
れ
た
り
し
て
い
る
者
た
ち
に
対
し
て
は
、
そ
れ
は
解
放
を
宣
言
す
る
よ
う
な
把
え
方
な
の
で
あ
る
。
マ
ル
コ
に
お
い
て
は
、
イ
エ
ス
は
ま
さ
に
そ
う
い
う
宣
言
と
行
動
を
行
な
っ
た
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
う
い
う
イ
エ
ス
と
と
も
に
い
る
と
い
う
こ
5０ 
イエスの原像（－）
と
が
ま
さ
に
福
音
Ⅱ
良
き
お
と
ず
れ
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
「悔い改めて‐｜という表現は、マルコではここでだけ用いられている。ということは、マルコは、通常宗教的な意
味
で
い
わ
れ
る
「
改
俊
」
と
い
う
こ
と
に
は
根
本
的
に
興
味
が
な
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
す
で
に
エ
ル
サ
レ
ム
教
会
的
・
パ
ウ
ロ
的
「福音」理解においては、イエスの血による臓罪を信じ、自分の罪を悔い改め、イエスの復活によって永遠の生命の希
望を持つというような枠組みが成立していたので、｜‐悔い改め」という表現を用いると、そういう理解が前提されてし
まう。マルコは、》」の伝承の言葉としての一五節を一応伝えているので、「悔い改める」という言葉を用いはするが、
ここでたった一回だけに限定しておきたかったのだといえよう。だから、ここで言わんとすることは、この一一一一両葉の本
来
の
意
味
で
あ
る
「
方
向
転
換
し
て
」
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
確かにこの記者は、この節において教囲の一一一一口葉を伝えているのであるが、この後に続く－１福音を信じよ」と訳され
て
い
る
箇
所
で
意
味
深
長
な
変
化
を
加
え
て
い
る
。
こ
こ
で
普
通
「
福
音
を
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
ギ
リ
シ
ア
語
は
、
「
エ
ン
ト
ー
ク
リ
ストー」である。英語（ＮＥＢ）訳では、す①一目①ぐ①冒昌の』・砦の］となっているが、この訳は紛らわしい。なぜなら、
ギリシア語では、ここは「所格一（一○日ばくの・ドイツ文法の三格）になっているので、文字通りに訳せば「福音におい
〈９〉
て信じよ」（田川建一一一）となる。ところが上記の英語訳では、「心から福音を信じよ」ということになる。（英語では、
す島のぐ①の後にすぐ目的語がきても「…を信じる」という意味になるが、前置詞の旨がつくと、「信じる」という行
為の「人格的信頼度」が強まるので、｜応こう訳してみた）。もしマルコの記者が「福音を信じよ」ということを述べ
た
か
っ
た
な
ら
ば
、
ギ
リ
シ
ア
語
で
も
、
与
格
で
は
な
く
対
格
（
直
接
目
的
格
、
い
わ
ゆ
る
四
格
）
を
用
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
な
のにここでは所格が用いられているので、「福音において信じよ」と訳さなければならないのである。だが、「福音に
おいて信じよ」という表現は、何とも理解しにくい。田川建三はここを「福音というものの広がりの中に身を投じて、
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（川）
そ
れ
を
自
分
の
場
と
し
て
生
き
よ
」
と
受
け
取
る
。
こ
れ
は
実
に
卓
越
し
た
了
解
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
福
立
曰
は
信
の
対
、
、
、
象
で
は
な
く
、
信
頼
し
て
行
為
す
る
場
と
受
け
止
め
ら
れ
る
。
そ
れ
も
、
ど
の
よ
う
に
行
為
す
る
の
か
と
い
う
と
、
イ
エ
ス
の
よ
う
に
行
為
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
福
音
と
は
、
あ
の
ア
ッ
バ
１
の
支
配
が
す
で
に
や
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
、
あ
の
よ
う
な
本
来
無
差
別
・
無
条
件
の
祝
福
の
う
ち
に
あ
る
と
い
う
の
が
、
わ
れ
わ
れ
の
本
来
あ
る
が
ま
ま
の
有
り
様
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
が
本
来
「
良
き
お
と
ず
れ
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
事
実
の
う
ち
に
自
分
が
本
来
置
か
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
誠
実
な
応
答
と
し
て
、
種
々
の
差
別
や
抑
圧
を
生
み
出
し
て
い
る
自
分
た
ち
の
生
き
様
に
対
し
て
真
塾
な
自
己
批
判
を
深
め
つ
つ
、
差
別
や
抑
圧
を
受
け
て
い
る
人
々
と
の
迎
帯
の
う
ち
に
、
そ
の
よ
う
な
柵
造
を
少
し
で
も
現
突
的
に
変
革
し
て
い
こ
う
と
い
う
生
き
方
を
生
み
出
し
て
ゆ
く
こ
と
こ
そ
が
、
こ
こ
で
促
さ
れ
て
い
る
生
き
方
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
宣
教
」
を
し
て
い
る
イ
エ
ス
と
、
そ
の
一
宣
戦
」
の
内
容
と
が
乖
離
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
エ
ル
サ
レム教会やパウロによるイエス理解においては、イエスが「宣教一の対象．「信仰」の対象になってしまい、地上であ
の
よ
う
に
生
き
．
あ
の
よ
う
に
語
っ
た
イ
エ
ス
と
の
乖
離
を
惹
き
起
こ
し
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
「
宣
教
す
る
者
が
、
宣
教
さ
れ
る
者
に
な
る
」
と
い
う
現
象
、
い
わ
ゆ
る
「
新
約
聖
書
の
謎
」
が
生
起
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
謎
な
い
し
瀞
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
、
イ
エ
スに対して起こったといわれる十字架や復活の出来事が観念されるようになったのである。マルコ的了解においては、
イ
エ
ス
と
と
も
に
あ
り
、
イ
ェ
ス
の
よ
う
に
行
為
す
る
と
き
、
あ
の
ア
ッ
バ
ー
の
支
配
が
体
現
さ
れ
、
平
安
・
健
康
・
喜
び
が
現
実
と
し
て生じるのだ、という告知となる。だから、強調点は、イエスが誰であるかではなく、アッバーの支配のただなかで、
、
、
、
、
信
頼
を
も
っ
て
イ
エ
ス
の
よ
う
に
生
き
よ
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
最後に、’四節の―ヨハネが捕らえられた後、イエスはガリラヤへ行き、神の福音を宣ぺ伝えて一というくだりを
考察しよう。洗礼者ヨハネは、ヘロデ王の不正な生き方を真っ正面から非難したことによって殺された（六二四～
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イエスの原像（－）
二九）。ヨハネがヘロデ王に捕らえられた後にイエスがその活動を敢えて始めたということは、注意して読むと大変な
ことである。しかも「ガリラヤ」というのは当時のユダヤ社会においては「辺境の地」と目せられていた地域であり、
「ガリラヤからは何も良いものは出てこない」と格言のようにいわれていた地域で、いわれのない差別や抑圧を受けて
いたところである。そこには「地の民」（アム・ハ・アーレッ）と呼ばれていた貧しい人々が生活していた。ヨハネが
権
力
者
に
よ
っ
て
捕
ら
え
ら
れ
た
後
に
敢
え
て
、
そ
う
い
う
地
域
に
出
か
け
て
行
っ
て
、
あ
る
意
味
で
ヨ
ハ
ネ
の
告
発
と
似
て
い
る
宣
言
をし始めるというのは、あからさまな反権力の行動である。そういうイエスの姿を描いた後で、「イエスのように生き
よ
」
と
い
う
こ
と
は
、
権
力
に
よ
る
具
体
的
弾
圧
の
後
に
敢
え
て
、
差
別
さ
れ
抑
制
さ
れ
収
奪
さ
れ
て
い
る
場
所
に
行
っ
て
、
本
来
の
平
等
の
祝
福
と
い
う
視
座
か
ら
、
権
力
者
た
ち
が
作
り
出
し
て
い
る
そ
の
非
本
来
的
な
構
造
や
そ
う
い
っ
た
思
考
に
批
判
的
に
か
か
わ
れ
と
促
す
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
短
い
数
節
か
ら
、
マ
ル
コ
記
者
の
そ
の
よ
う
な
視
点
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ
の
よ
う
に
促
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
う
の
で
あ
る
。
注（１）この点については、筆者は田川建一一一の説に基本的に賛成である。田川建三『マルコ福音書』上巻（新教出版社、一九七
二年）の序論（｜～五頁）を参照。また田川鑓三「原始キリスト教奥の一断面ｌ福音書の成立』（勁草書房．一九六
八
年
）
の
第
一
部
第
一
章
を
も
参
照
。
こ
れ
に
対
す
る
最
近
の
反
論
と
し
て
は
、
高
橋
塵
、
Ｂ
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
監
修
『
新
共
同
訳
聖
書
注解』Ｉ（日本基督教団出版局、’九九一年）の川島貞雄「マルコによる福音書」の「序論」二六七頁）に見られる
が、荒井献『イエス・キリスト」（講談社、一九七九年）や、橋本滋男の論文「共観福音書」（荒井献他『総説新約聖
書』、日本基督教団出版局、一九八一年）を挙げるのみで、詳しく論じていない。荒井や橋本の議論は、田川の論を覆
すほど説得的なものとは思えない。川島がペトロの「キリスト告白」について、八や二九におけるイエスの叱責の態度
5３ 
とは逆の肯定的態度を示す一四ｍ六一～六二を挙げていることは、一四章以下とそれ以前の本質的な違いをはからずも
証明しているようなものである。（後述のこの項についての筆者の解釈を参照）。なおこれまでの通説についての代表的
な論述としては、の①『冨己司風①Ｑ｜】ｎ戸ｚ曰□（□四晩ｚ２の曰の、冨曰のヨロの貝⑪９）の邦訳『ＮＴＤ新約聖書注解」１の
『マルコによる福音書」（ＮＴＤ新約聖書聖書注解刊行会）の緒論を参照。
（２）拙著『聖書を読み直すＩ』（春秋社、一九八○年）の「イエスの姿勢」（一○○～一○一頁）を参照されたい。
（３）イエスという読みは、へプライ語の「エホーシュア’（つまりヨシュア）、後には「エーシューア」のギリシャ語読みで
ある。その原意は「神は救い」である。この節の意味の展開としては、田川『マルコ福音将」、七頁以下を参照。
（４）「編集句一というのは、『原マルコ」の箸背（雛であるかは不明）が、椰々の資料を綱果して「原マル己を背いたとき
に
、
そ
れ
ら
の
資
料
を
彼
の
魁
想
・
意
図
に
従
っ
て
繋
ぎ
合
わ
せ
る
た
め
に
沸
き
加
え
た
部
分
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
（５）股も早い時期としては、紀元後四六年という説もあるし、鮫も遅いものとの説によれば、Ⅲ六年まで下るものもあるが、
一般にはⅡ一～血工年とされている。前掲の『新共同沢聖灘注解』、一六九頁以下の序論を参照。
（６）クリスマスの問題については、拙著『聖曹を読み直すⅡ』、第三章のｌ「あの星は？」の項（一三二頁以下）、および
拙著『キリスト教史－１キリスト教発生の過程と内容」（法政大学通信教育部、一九八四年）の「クリスマスの由来一
の項（二五三～ニレハ一頁）を参照されたい。
（９）田川建三『｜
（、）同、六六頁。
〆￣、￣、
８７ 
、、〆、－〆（三五頁以下）が興味深い。
田川建三『マルコ福音書」、
拙著『キリスト教・
の項（二五三～二乢
同、二六○頁以下。
こ
の
問
題
へ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
接
近
と
し
て
は
、
田
村
貞
雄
『
日
本
史
を
み
な
お
す
」
（
青
木
書
店
、
一
九
八
五
年
）
の
「
紀
元
節
の
虚
構
」
五
二
～
五
三
頁
参
照
。
5４ 
イエスの原像（－）
ここではまずイエスの一行が、カファルナウムという比較的小さい町に到着したと述べられる。こういう書き方に
すでにこの福音醤記者の視点の特徴がうかがえる。というのも、この地方には、ティベリァス、セッフォリス、マグ
『マルコによる福音書』一卯一一一～三九
ね
由
び
ょ
う
に
ん
多くの病人をいやす（マタＲＵＭＩⅣ、ルカ４詔‐側）
い
う
こ
う
が
い
ど
み
で
い
え
い
羽すぐに、一行は会堂を出て、シモンとアンデレの家に行つ
い
つ
し
▲
たｃヤコプレ」ヨハネも一緒であった。釦シモンのしゅうとめが
ね
つ
曙
に
ひ
と
ぴ
と
さ
っ
そ
く
か
の
こ
＆
熱
を
出
し
て
寝
て
い
た
の
で
．
人
々
は
早
速
、
彼
女
の
ニ
レ
」
を
イ
エ
ス
に
い
つ
こ
う
つ
▲
ん
そ
く
ぴ
い
い
ど
う
Ⅲ一行はカファルナウムに着いた。イエスは、安息口川に会堂
は
い
拙
し
辿
じ
ひ
と
び
と
刑
し
ひ
じ
８
う
列
ど
ろ
に
入
っ
て
教
え
始
め
ら
れ
た
。
皿
人
々
は
そ
の
教
え
に
非
常
に
驚
い
た
の
Ⅱ
『
ば
う
が
く
し
や
け
ん
い
し
の
肘
し
柳
法
学
者
の
よ
う
に
で
は
な
く
、
椛
威
あ
る
者
と
Ｉ
し
て
お
教
え
に
な
っ
た
か
い
ど
う
肘
印
れ
い
と
からである。空そのとき、この会唯に汚れた鰹に収、りつかれた
畑
と
こ
＆Ｃｌ 
男
が
い
て
叫
ん
だ
。
塑
一
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
、
か
ま
わ
な
い
で
く
れ
。
わ
れ
わ
れ
岨
ら
＆
 
し
＆
・
巾
に
い
わ
が
入
低
い
じ
ゃ
我
々
を
減
ぽ
Ⅱ
し
に
来
た
の
か
。
正
体
は
分
か
っ
て
い
る
。
神
の
聖
裡
口
廼
ｚ
ひ
と
で
い
し
か
だ。」路イエスが、「黙れ、この人から出て行け」とお叱血Ｕにな
け
が
れ
い
ひ
と
打
打
〃
こ
え
る廷、髄汚れた霊はその人にけいれんを起こさせ、大声尭已あげ
ひ
と
ぴ
と
み
な
お
ど
る
ろ
ん
あ
て出て行った。、人々は皆聴いて、論じ〈此ったつ「これはいつ
〃
ん
い
あ
だ
ら
お
し
ひ
と
い
が
た
い
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
。
揃
威
あ
る
新
し
い
教
え
だ
。
こ
の
人
が
汚
如
い
め
い
Ｊ
 
Ｕ
Ｊ
う
ぼ
ん
れた蝋に命じると、その一一一御うことを聴く、配イエスの評判は、
ｈ
込
み
す
み
ｆ
み
ひ
ら
たちましワガリラャ地力の隅々にまで腹まった。
２
権
威
あ
る
新
し
い
教
え
こ
の
ん
か
い
せ
ん
Ｓ
よ
う
巡回０」て管一教する（ルヵ４⑫‐“），
あく『蛆や
く
あ
り
と
午
」
と
⑭
な
と
こ
み
鍋朝早く〈よだ暗いうちに、イエスは起きて、人里離れた所
で
い
いの
な
か
２
へ山似て行き、そこで祈っておられた。妬シモンとその仲川はィ
ら
と
川
み
Ｓ
炉
エスの後を追い、師見つけるＬ」．「みんなが捜していますＬと
い
ら
か
２
も
む
め
い
一一一一Ｍつた。鍋イエスは高われた。「近くのほかの町や村へ行こう。
せ
ん
０
Ｊ
１
で
Ｏ
そこでも、わたしは宣教する。そのためにわたしは山山て来たの
じ
め
十
が
い
ど
う
い
ぜ
ん
３
人
・
勺
あ
く
れ
い
である。」調そして、ガリラヤ中の会堂に行き、一旦教し、悪霊
打
垣
を追い出共どれた。
ば
な
い
で
と
〃
ね
つ
話Ｉした。１イエスがそばに行き、手を取って起一）されると、熱
さ
麹
Ｖ
・
時
…
の
う
が
た
心
し
ず
は去り、彼女は一同をもてなした。池夕方になって山川が沈むと、
ひ
と
ひ
と
Ｕ
と
う
臣
ん
あ
く
、
い
と
し
の
み
な
つ
人々は、病人や悠溢に取りつかれた似、を侍．イエスのもとに迎
Ｓ
 
２
ｂ
Ｆ
】
肥
う
ひ
と
と
〆
、
９
▲
つ
れて来た鞭鋼町中の人が、戸、Ⅱに災まった。鈍イエスは、い
ぴ
８
う
９
〃
〃
ぱ
い
ひ
と
ろいろな摘気にかかっている大勢の人たちをいや－し、．また、多
あ
く
れ
い
必
疋
あ
く
れ
い
わ
る
くの悪霊を追い出して、悪霊にものを→一両うことをお許しになら
あ
く
、
い
し
な
か
っ
た
。
悪
霊
は
イ
エ
ス
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
ｃ
5５ 
つ
い
で
イ
エ
ス
が
、
教
え
始
め
、
人
々
が
そ
の
教
え
に
驚
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
理
由
は
イ
エ
ス
が
「
権
威
あ
る
者
と
し
て
教
、
、
え
た
か
ら
」
だ
と
語
ら
れ
る
。
冒
頭
で
一
」
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
と
、
読
者
の
ほ
う
は
当
然
な
が
ら
、
そ
の
教
え
の
内
容
を
知
り
た
い
と
思
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
教
え
に
つ
い
て
の
言
葉
に
よ
る
説
明
が
見
当
た
ら
な
い
。
言
葉
に
よ
る
展
開
と
い
う
こ
と
で
は
、
こ
の
す
ぐ
後
に
「
汚
れ
た
霊
に
と
り
つ
か
れ
た
者
」
が
叫
び
、
イ
エ
ス
の
こ
と
を
「
神
の
聖
者
」
と
い
う
解
説
を
す
る
。
す
る
と
イ
エ
ス
は
、
こ
の
霊
を
「
叱
り
」
、
そ
の
人
か
ら
追
い
出
す
。
こ
の
一
．
叱
る
」
と
い
う
言
葉
（
エ
ピ
テ
ィ
マ
オ
ー
）
は
、
こ
の
福
音
書
で
は
非
常
に
特
徴
的
な
使
い方がなされていて、悪霊鎮圧のために用いられる（九ｍ二五、一○軸四八、八四一一一○、三二、一一一三）。この言葉の使
用
の
特
徴
は
、
ペ
ト
ロ
が
イ
エ
ス
の
こ
と
を
「
メ
シ
ア
Ⅱ
キ
リ
ス
ト
」
と
告
白
し
た
と
き
に
、
イ
エ
ス
が
彼
を
叱
り
、
さ
ら
に
ペ
ト
ロ
が
（２） 
イ
エ
ス
を
「
叱
っ
た
」
と
き
、
イ
エ
ス
が
彼
を
「
サ
タ
ン
」
と
叱
っ
た
と
語
ら
れ
る
く
だ
り
に
観
〈
味
深
い
仕
方
で
示
さ
れ
て
い
る
。
と
に
か
く
、
こ
の
箇
所
の
主
題
は
、
イ
エ
ス
が
「
神
の
聖
者
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
で
は
な
く
、
イ
エ
ス
が
汚
れ
た
霊
を
追
い
出
す
と
い
う
行
為
を
し
た
こ
と
に
あ
る
。
だ
か
ら
、
教
え
を
言
葉
で
説
明
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
教
え
Ⅱ
行
為
と
い
う
図
式
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
二
七
節
で
は
、
汚
れ
た
霊
が
追
い
出
さ
れ
た
の
を
見
て
「
権
威
あ
る
新
し
い
教
え
だ
―
と
驚
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
「
権
威
あ
、
、
る新しい教えだ」と述べられるのだが、その内容は一一一ｍ葉では説明されず、すぐにシモンのしゅうとめの病気癒しが述
ぺ
ら
れ
る
の
だ
（
一
一
九
～
三
一
節
）
。
そ
し
て
さ
ら
に
大
勢
の
病
人
が
癒
さ
れ
、
多
く
の
悪
霊
が
追
い
出
さ
れ
る
と
い
う
記
事
が
続
く
の
で
ある。 （１） 
ある。
ダ
ラ
な
ど
と
い
う
大
き
い
都
市
が
あ
っ
た
の
に
、
イ
エ
ス
が
小
さ
い
村
や
町
を
選
ん
で
訪
ね
た
と
い
う
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
イ
エ
ス
が
、
権
力
や
富
を
持
っ
て
い
る
人
々
を
中
心
に
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
暗
に
語
っ
て
い
る
と
も
読
め
る
の
で
5６ 
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その際非常に特徴的なのは、「多くの悪霊を追い出して、悪霊どもにものを言うことをお許しにならなかった。悪霊
ど
も
は
イ
エ
ス
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
」
（
三
四
節
）
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
悪
霊
ど
も
が
、
イ
エ
ス
の
「
正
体
」
を
知
っ
て
い
た
な
らば、これを「告白」することは何も「叱られる」べきことではないというのが常識的理解であろう。汚れた霊や悪
霊どもがせっかく、イエスのことを「神の聖者」と呼んだり、「いと高き神の子イエス」などと一‐告白」しているのに
（五ｍ七）、これらの霊どもを叱り、ものを言うことを許さなかったということは非常に風変わりである。これは、ペ
トロがイエスのことを「メシア・キリスト」と「告白」したときにも、イエスが彼を一叱った」ということにも呼応
することであり、マルコの記者は、イエスのことを「神の子」、「神の聖者」、「メシア・キリスト」などという称号で
解説することは「悪魔的な」ことだと主張していることを示している。こういう姿勢は、四○節以下の「らい病患
者」の癒しに際しても、イエスが「厳しく注意して」「だれにも、何も話さないように気をつけなさい」（四二、四三
（３） 
節
）
と
い
っ
た
と
い
う
記
事
に
も
見
ら
れ
る
。
これは、例えばパウロの姿勢とは根本的に違う。パウロは、教団の信仰告白を前提にして次のように言う。「これは、
ロ
ゴ
ス
お
お
や
け
わたしたちが宣く伝えている信仰の一一一一口葉なのです。口でイエスは主であると公に一一一一口い表し、心で神がイエスを死者の
中から復活させられたと信じるなら、あなたは救われるからです。実に、人は心で信じて義とされ、口で公に言い表
して救われるのです」（『ローマの信徒への手紙』一○“八～一○）。またマルコの姿勢は、次のようなヨハネの姿勢と
も根本的に違う。「偽り者とは、イエスがメシアであることを否定する者でなくて、だれでありましょう。御父と御子
を認めない者、これこそ反キリストです」（『ヨハネの手紙１』二函一一一一）。
さて、三五節以下をみると、イエスとシモン（ペトロ）の姿勢の違いが浮き彫りにされる。イエスは、人里離れた
所に行き祈っている。するとシモンとその仲間が後を追い、イエスに「みんなが捜しています」という。「人里離れた
5７ 
寂
し
い
所
」
と
い
う
の
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
間
で
は
、
神
に
出
会
う
場
所
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
。
イ
エ
ス
は
「
権
威
あ
る
者
」
と
言
わ
れ
た
が
、
そ
の
権
威
は
け
っ
し
て
自
分
か
ら
の
も
の
で
は
な
く
、
神
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
イ
エ
ス
が
自
覚
し
て
い
た
こ
と
を
記
者
は
暗
示
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
シ
モ
ン
た
ち
は
、
イ
エ
ス
を
独
占
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
し
か
も
イ
エ
ス
の
行
動
を
自
分
た
ち
が
指
定
し
、
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
を
取
ろ
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
イ
エ
ス
は
、
こ
う
い
う
彼
ら
の
姿
勢
を
無
一「近くのほかの町や村へ行こう。そこでも、わたしは宣教する。そのためにわたしは出て来たのである」と。イエスは、
シ
モ
ン
の
願
望
の
よ
う
に
一
つ
の
場
所
に
と
ど
ま
り
続
け
よ
う
と
は
し
な
い
。
こ
の
イ
エ
ス
の
宣
言
に
は
、
弟
子
を
代
表
す
る
シ
モ
ン
ヘ
の批判がこめられているといえよう。しかもここでイエスは、「出て来た」といっているが、それは何ら神秘的な表現、、
で
は
な
く
、
後
代
の
「
天
か
ら
下
っ
て
き
た
」
な
ど
と
い
う
よ
う
な
神
話
化
さ
れ
た
発
想
と
は
無
縁
で
あ
る
。
イ
エ
ス
の
使
命
は
、
皆
で
出
か
け
て
行
っ
て
、
「
宣
教
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
最
後
に
イ
エ
ス
は
、
「
ガ
リ
ラ
ヤ
中
の
会
堂
に
行
き
、
宣
教
し
、
悪
霊
を
追
い
出
さ
れ
た
」
と
語
ら
れ
る
。
こ
こ
で
も
「
宣
教
」
の
中
身
は
言
語
的
に
説
明
さ
れ
て
い
ず
、
た
だ
ち
に
悪
溌
を
追
い
出
す
と
い
う
行
為
に
直
結
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
宣
教
す
る
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
ギ
リ
シ
ア
語
は
「
ケ
リ
ュ
ー
セ
イ
ン
「
｜
で
、
む
し
ろ
「
宣
言
す
る
」
「
公
に
告
知
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
の
言
葉
で
あ
る
。
日
本
語
で
「
宣
教
」
と
い
う
と
、
い
か
に
も
何
か
の
「
教
え
」
を
述
ぺ
る
と
い
う
ように聞こえるが、この言葉は、「宣一一一一口」的ニュアンスが強いのである。とにかく、この「宣言」の主体は、イエスと
イ
エ
ス
に
従
う
者
た
ち
で
あ
り
、
「
シ
モ
ン
と
そ
の
仲
間
」
で
は
な
い
。
イ
エ
ス
は
こ
こ
で
、
後
の
「
｜
番
弟
子
」
で
あ
る
シ
モ
ン
・
ペ
ト
ロの「権威」を否定していると読めるであろう。
四
○
節
以
下
に
は
、
ら
い
病
を
患
っ
て
い
る
者
を
癒
す
物
語
が
あ
る
が
、
四
一
節
の
「
イ
エ
ス
が
深
く
憐
れ
ん
で
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
箇所の原文には、「怒って」という版もある。四三節の「厳しく注意して」と訳されているのは、前述したように本来
祖していう。
5８ 
イエスの原像（－）
ぺ
り
さて四四節は、あたかもイエスが旧約聖書の律法に忠実であるかのように響くが、ここで「清めのために」し」訳さ
れているのはほとんど誤訳であり、むしろ「清めに関して」と訳すべきであろう。つまり、ここでは、この患者が祭
司によって清いと認定してもらうことが中心主題ではなく、事実として癒されたことを祭司たちに証明することが主
眼なのである。祭司たちがどう言おうが、事実癒されたのだということを宣言することが中心主題なのである。イエ
スが「だれにも、何も話すな」と注意したのは、この出来事の解説が中心主題ではなく、事実としてこの出来事が起
こったことの宣言こそが大切であったからである。ところが、この人は、「大いにこの出来事を人々に告げ、言い広め
ロ
ゴ
ス
ロ
ゴ
ス
始めた」。ここの文字通りの訳は「彼は多くの事を宣ぺ伝え、一一一一口葉を広め始めた」である。この一一一一口葉は、パウロがいう
ロ
ゴ
ス
ロ
ゴ
ス
ロ
ゴ
ス
ような「信仰の言葉」（『ローマの信徒への手紙」’○如八）や「キリストの一一一一口葉」（同一七節）や「十字架の一一一一口葉」
（『コリントの信徒への手紙１』二ｍ二）とは根本的に異なる。それは、イエスが地上で悪霊を追い出し、病を癒し罪
人を招いたという行為に関する宣言・告知である。ここにマルコの記者が、エルサレム教会やパウロに対抗して「福
音」を宣言した目的がある。福音とは、イエスのこういう業、こういう行為に具現しているアッバーの支配なのであ
る
。
そ
れ
は
「
病
め
る
者
の
身
に
起
こ
っ
た
こ
と
」
な
の
だ
！
「叱って」と訳すべきものであろう。そうしてみると、「怒り…叱った」というほうが本来のものであったのだろうと
思う。当時は、あらゆる病が、とりわけ「らい病」は、「罪」のゆえに下される神の罰であると考えられていた。そう
いう観念のもとで、民衆が苦しめられ差別され抑圧されていた現実に、イエスが怒っていた、というほうがイエスら
しいのである。
ロ
ゴ
ス
しかし、原始教団やパウロは、イエスを主と信じる｝」と、イエスの復活などを信じることが福音だという言葉を宣
5９ 
ぺ
伝
え
て
い
た
（
『
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
』
一
○
ｍ
九
～
一
○
）
。
こ
の
傾
向
は
、
後
の
『
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
』
な
ど
に
な
る
と
釦
さ
ら
に
徹
底
さ
れ
て
い
る
。
人
々
は
イ
エ
ス
に
尋
ね
た
。
「
神
の
業
を
行
う
た
め
に
は
、
何
を
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
」
。
イ
エ
ス
は
答
える。「神がお遣わしになった者を信じる事、それが神の業である」（六二一八～二九）。これらの箇所での抽象化、教
義
化
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
権
威
と
は
、
そ
の
内
容
で
保
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
何
か
の
称
号
に
よ
っ
て
確
証
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
イ
エ
ス
に
冠
せ
ら
れ
た
「主一とか「神の子一とかという称号は、あの時代にイエスに与えられた古代的表現であり、現代それらの表現を繰り
返すか否かは、それ自体では意味がない。だから、現代の聖書学者たち、例えばヘルベルト・ブラウンは、イエスを
神
の
子
と
信
じ
る
か
否
か
．
イ
エ
ス
の
復
活
を
信
じ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
「
信
仰
一
が
あ
る
か
な
い
か
の
判
断
に
し
て
も
意
（４） 
味がないというのである。実際彼は明一一一一口する。「この仕方で問われても、われわれはしりごみせずに、これらの称号が
新
約
聖
諜
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
そ
の
文
字
通
り
の
意
味
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
を
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
は
っ
き
り
答
（５） 
（６） 
えるぺきであろう」。彼は、そのような古代の思惟形式を受け入れることはできないと宜一一一一口する。現代ドイツの良心的
な
聖
書
学
者
の
一
人
Ｇ
．
タ
イ
セ
ン
も
い
う
。
「
聴
罪
死
と
し
て
の
十
字
架
上
の
死
、
イ
エ
ス
の
復
活
…
…
こ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
が
客
観
的
な
出
来
事
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
と
信
じ
る
こ
と
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
…
…
こ
れ
ら
は
け
っ
し
て
検
証
さ
れ
え
な
い
。
…
…
こ
れ
ら
の
（二．０）
表象の客観性について論じても意味がない」と。大切なことは、「現実世界における共鳴の場と自己を同一化し、｝」う
（８） 
して不条理の優勢に絶》えることができるようにすること」であると。
マ
ル
コ
に
お
い
て
イ
エ
ス
が
「
権
威
あ
る
新
し
い
教
え
一
を
も
た
ら
し
た
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
彼
が
、
あ
の
当
時
の
も
る
イエスの原像（－）
もろの宗教観念（律法の遵守、神殿への奉仕など）による差別や抑圧からの解放、そして、それらに起因するもろも
ろの病からの解放を宣言し実践したからなのである。福音とは、そういうイエスと共におり、その業に具体的に参与
することにおいて実現するものであった。「悔い改めて」（つまり一八○度の価値の転換をして）、そのような「福音に
おいて」．イェスのように「病気を癒し、悪霊を追い出し」つつ生きるということが促されている事柄なのである。現
代において「病気を癒し、怨霊を追い出す」とは利潤追求のゆえに惹起されるあらゆる肉体的・精神的病や、全地
球的規模で進行する生態学的危機などに対する具体的抵抗、そういう危機を生み出しながら利潤しか念頭に浮かばな
いような物の考え方、生産や流血や分配の仕組み全体に対する批判と抵抗である、とでもいえよう。われわれが今日、
「福音」などを口にする場合、そういう実践なしに古代的世界像や教義を繰り返しているとすれば、それは何と空しく
も
無
益
な
時
代
錯
誤
で
あ
ろ
う
か
。
戸一、〆■へ
６５ 
，－、－＝
注（１） 
（２） 
（３） 
（４） 
司同
◎、
ラ
ウ
ン
『
イ
エ
頁
以
下
、
特
に
同、一九三頁。
田川連一一一、「マルコ福音苫」、八「頁以下を参照。
（聖諜を読み側すＩ」の第二章の５「イエスとキリスト｜の項（一四一頁以下）を参照されたい“
可。因の『すの『（国国巨員］向、こめ‐ロの『冨煙二二ｍこいｚ出目『の岳巨ｐＱｍの旨のＮの旨（【『の巨駒Ｉくめ『一口』》の日ごｍ『（・』Ｃｓ〉ヘルベルト・ブ
ラウン『イェスーナザレの人とその時代』（川島貞雄認新教出版社一九七ｏ年）の「⑫イエスの権墜（’九六
貝以下、特に一九六頁）を参照。
6１ 
「
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
」
二
二
～
一
七
（７）の①ユ曰夛の葛の口書鈩昌巨曰の貝の命口吋の旨の口云『一【一ｍ、弓の二○一口こす⑦Ｐ○○の『函三四ｍ可叫声この『宛の｝ごｓ口⑪【『三六ｍ画ロー勺（目可の○一ｇ】、‐
９のロメ一酸目の倒すの目の。ｚ『・巴⑬）．ｇ『・【具⑪の『ぐ①１ｍＰ冨目、冒口』①『塵．Ｇ・タイセン『批判的信仰の論拠』（荒井
献
・
渡
辺
康
麿
訳
、
一
九
八
三
年
、
岩
波
書
店
）
一
九
五
頁
。
な
お
、
タ
ィ
セ
ン
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
論
一
キ
リ
ス
ト
教
の
可
能
性
ゲルト・タイセンの場合一（法政大学社会学部研究紀要「社会労働研究』第三五巻、第３．５号、一九八九年）を参照
さ
れ
た
い
。
（８）タイセン．
▼
う
じ
つ
ご
＋
と
に
」一
２
１
数
日
後
、
イ
エ
ス
が
Ⅳ
び
カ
フ
ァ
ル
ナ
ウ
ム
に
来
ら
れ
る
と
、
い
え
し
わ
此
加
Ⅶ
ぱ
い
ひ
と
Ｂ
つ
家
に
お
ら
れ
る
こ
と
が
知
れ
渡
り
、
２
大
勢
の
人
が
染
．
ま
っ
た
の
で
、
と
ぐ
⑭
▲
た
み
こ
と
区
戸川の辺りまですきまもないほどになった。イエスが御．一一面雄を
カ
ノ
０
■
■
 
区
ん
〃
と
つ
』
ら
め
う
ぷ
、
と
ｕ
・
』
＆
語っておられると、３四人の男が中風の人を連んで来た。４－し
ぐ
●
ん
し
わ
う
吃
ば
つ
い
か
し
、
群
衆
に
阻
ま
れ
て
、
イ
エ
ス
の
も
と
に
連
れ
て
行
く
こ
と
が
で
き
凸
．
に
や
ね
あ
む
なかったので、イエスがおられる辺Ⅱリの屋根をはがして穴をあ
び
上
ラ
ビ
ん
ね
上百一
ひ
と
け、病人の寝ている床をつり降るＩした。５イエスはその人たち
し
ん
こ
う
み
ち
の
う
ぶ
ひ
と
こ
つ
み
ゆ
る
の
信
仰
を
見
て
、
中
風
の
人
に
、
「
子
よ
、
あ
な
た
の
罪
は
教
さ
れ
る
し
Ⅲ
つ
ば
う
が
く
し
中
す
う
に
ん
す
わ
と言われた。６と｝」ろが、そ一」に嫌法学者が数人座っていて、
。
』
こ
ろ
な
か
か
ん
が
ひ
と
心の山‐であれこれと考えた。７「｜」の人は、なぜこういうこと
く
ち
か
み
皿
う
と
く
かみ
を
川
に
す
る
の
か
。
神
を
回
旋
し
て
い
る
．
神
お
ひ
と
叩
Ｕ
の
ほ
か
に
．
い
３
罪
の
赦
し
と
は
？
前掲稗、一○六～一一》二頁参照。
つ
み
わ
ら
ったいだれが、罪を赦す｝」とができるだろうか。」。◎イエスは、
が
、
。
』
こ
ろ
な
か
か
ん
が
ご
Ｕ
》
や
人
い
い
の
か
ら
し
彼
ら
が
心
の
中
で
考
え
て
い
る
こ
と
を
、
御
白
Ｈ
分
の
畷
の
力
で
す
ぐ
に
知
か
ん
研
二
こ
ろ
い
蝿
の
ゆ
り
鰯
って『一一川われた。「なぜ、そんな考えを心に抱くのか。９’ｍ１凪の
ひ
と
つ
入
ゆ
る
い
ど
こ
か
つ
人
に
『
あ
な
た
の
罪
は
赦
さ
れ
る
』
と
言
う
の
と
、
『
起
き
て
、
床
を
担
あ
る
の９匁■
ひ
と
こ
の
じ
ょ
う
いで歩け』と一一一一回うのと、どちらが易しいか。、人の子が地上で
つ
み
ゆ
ら
的
４
い
し
し
らゆうぃ牛
罪
を
教
す
権
威
を
持
っ
て
い
る
こ
し
」
を
知
ら
せ
よ
う
。
」
そ
し
て
、
中
風
ひ
と
ぷ
い
お
あ
し一二
の人に一一一一口われた。ｕ「わたしはあなたに一一一一口う。起き上がり、床
か
つ
い
え
か
え
り
と
お
あ
と
こ
を
担
い
で
家
に
帰
り
な
さ
い
。
」
、
そ
の
人
は
起
き
上
が
り
、
す
ぐ
に
床
か
つ
み
な
み
上
え
で
い
Ｄ
と
び
と
み
な
別
ど
み
を
担
い
で
、
皆
の
見
て
い
る
前
を
出
て
行
っ
た
。
人
々
は
皆
驚
き
、
「
こ
い
２
み
か
み
さ
ん
ぴ
のような一』とは、今まで見たことがない」と言って、神を讃美
した仁
6２ 
イエスの原像（－）
こ
の
物
語
の
背
景
に
は
、
病
気
は
本
来
罪
の
せ
い
で
あ
る
と
い
う
当
時
一
般
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
観
念
が
あ
る
。
そ
れ
で
、
イエスが罪を赦す権威を持っており、それゆえ病気を癒すことができるのだという民間伝承が生じたのであろう。マ
ル
コ
の
記
者
は
、
そ
う
い
う
伝
承
を
伝
え
る
と
い
う
形
に
お
い
て
、
罪
の
赦
し
と
い
う
観
念
に
つ
い
て
の
一
つ
の
批
判
的
な
見
解
を
述
べ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
以
前
に
す
で
に
エ
ル
サ
レ
ム
教
会
や
パ
ウ
ロ
た
ち
に
よ
っ
て
、
罪
の
赦
し
は
イ
エ
ス
の
十
字
架
上
の
死
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
、
イ
エ
ス
の
復
活
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
宣
教
が
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
、
、
、
れに対してここでは、生前のイエスが罪を赦す権威を持っているのだと宣一一一一面されているのだ。しかも、その罪の赦し
と
い
う
主
題
は
、
マ
ル
コ
に
お
い
て
は
主
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
は
い
な
い
。
も
し
そ
れ
が
主
題
で
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
マ
ル
コ
全
体
に
お
い
て
こ
の
テ
ー
マ
が
繰
り
返
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
テ
ー
マ
は
こ
こ
に
し
か
現
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
いうまでもなく、エルサレム教会やパウロにおいては、罪の赦しこそが中心的主題なのである。
そ
の
よ
う
な
背
景
を
考
え
る
と
、
こ
の
箇
所
は
、
イ
エ
ス
が
「
罪
人
や
徴
税
人
と
一
緒
に
い
た
り
、
食
事
を
し
た
り
す
る
」
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
物
語
が
展
開
さ
れ
、
「
わ
た
し
が
来
た
の
は
、
正
し
い
人
を
招
く
た
め
で
は
な
く
、
罪
人
を
招
く
た
め
で
あ
る
」
と
宣
言
し
た
こ
と
第
一
章
で
は
、
イ
エ
ス
の
「
権
威
あ
る
新
し
い
教
え
一
が
宣
言
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
言
語
的
に
説
明
さ
れ
ず
、
病
気
癒
し
と
汚
れ
ロ
ゴ
ス
た霊や悪霊の追放という実践に直結されていた。それが「一一一一口葉」を宣く伝えるということの内実であった。このテク
ロ
ゴ
ス
ストにおいても基本的に同じ主張が展開される。まず冒頭でイエスが家にいて、一一一一口葉を語っていたと述べられるが、
そ
の
内
容
は
こ
こ
で
も
言
語
的
に
は
説
明
さ
れ
な
い
。
強
引
に
運
び
込
ま
れ
て
き
た
中
風
の
人
が
た
だ
ち
に
癒
さ
れ
る
の
だ
。
た
だ
第
一
ピ
ス
テ
ィ
ス
章と違うのは、ここでは一人々の信仰」が語られ、イエスが中風の男に「子よ、あなたの罪は赦される」と宣一一一一戸し、
そして律法学者たちに対してこの癒しの業の正当性を明示するために、「罪を赦す権威を持っている」と宣言している
ことである。
6３ 
（一二～一七節）、また安息日の規定をめぐってイエスが「安息日は、人のために定められた。人が安息日のためにあ
る
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
人
の
子
は
安
息
日
の
主
で
あ
る
」
と
宣
言
し
た
こ
と
（
一
『
三
～
二
八
節
）
も
視
野
に
入
れ
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
簡
所
に
お
い
て
は
、
律
法
を
遵
守
す
る
者
Ⅱ
義
人
、
そ
う
で
な
い
者
Ⅱ
罪
人
と
い
う
発
想
そ
の
も
の
を
批
判
し
廃
棄する権威を地上のイエスが持っているのだ、という抜張がなされている。
こ
う
し
て
み
る
と
、
一
○
節
で
「
メ
シ
ア
」
と
か
「
神
の
子
」
と
い
う
称
号
で
は
な
く
、
「
人
の
子
一
と
い
う
自
称
の
方
式
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
も
、
止
述
し
た
一
七
節
お
よ
び
二
七
、
二
八
節
の
一
う
の
宣
言
と
も
呼
応
さ
せ
る
と
、
生
前
の
イ
エ
ス
が
罪
を
赦
す
権
威
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
マ
ル
コ
記
者
の
主
張
は
、
イ
エ
ス
が
他
の
す
べ
て
の
人
々
と
は
違
う
「
神
の
子
」
「
メ
シ
ア
」
で
あ
っ
た
か
ら
そ
う
い
う
権
威
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
は
な
い
と
の
主
張
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
そ
の
権
威
は
、
ま
さ
に
イ
エ
ス
が
一
人
の
人
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
宿
る
権
威
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
を
含
み
込
ん
で
い
る
と
読
め
る
の
で
あ
る
。
一
七
節
の
宣
言
は
、
｜
‐
罪
」
と
い
う
概
念で人を差別し抑圧し疎外するという思考と仕組みそのものに対する断固たる拒否の宣言であるといえよう。そして、
一
．
七
節
は
、
ま
さ
に
そ
う
い
う
イ
エ
ス
の
姿
勢
の
明
ら
か
な
確
認
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
二
八
節
の
「
人
の
子
」
は
、
超
越
（１） 
的
な
存
在
と
し
て
の
「
神
の
了
‐
や
「
メ
シ
ア
」
で
は
な
く
、
人
間
一
般
に
帰
さ
れ
る
べ
き
権
威
を
意
味
し
て
い
る
と
旧
し
う
の
で
あ
る
。
念
の
た
め
に
、
他
の
禍
音
沸
に
お
い
て
、
こ
の
マ
ル
コ
の
視
点
が
ど
の
よ
う
に
曇
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
マ
タ
イ
の
平
行
記
事
は
九
軸
九
～
一
三
に
見
ら
れ
る
が
、
ま
ず
マ
ル
コ
で
レ
ピ
と
呼
ば
れ
て
い
る
人
物
が
．
マ
タ
イ
と
い
う
名
の
人
物
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
祭
司
職
に
あ
っ
た
レ
ピ
人
が
罪
人
と
さ
れ
る
と
い
う
連
想
を
避
け
る
た
め
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
マ
ル
コ
で
は
イ
エ
ス
が
わ
ざ
わ
ざ
「
レ
ピ
の
家
で
食
事
を
し
て
い
た
一
と
明
記
し
て
、
イ
エ
ス
が
罪
人
で
あ
る
レ
ピ
の
家
に
行
き食事をするという積極性を強調しているのに、マタイは、そういうことは不都合だと判断したのか、｜‐イエスの家で
6４ 
イエスの原像（－）
も
う
一
度
繰
り
返
せ
ば
、
こ
こ
で
の
主
要
な
テ
ー
マ
は
、
律
法
遵
守
を
前
提
に
す
る
「
罪
」
概
念
に
よ
っ
て
人
を
疎
外
し
抑
圧
す
る
よ
うな思考と機構を拒否するということである。「罪の赦し一といわれていることは、そういう思考や機構そのものを廃
棄
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
り
、
そ
う
い
う
断
固
た
る
宣
言
を
生
前
の
イ
エ
ス
が
し
た
と
い
う
こ
と
が
中
心
テ
ー
マ
な
の
で
あ
る
。
そ
ド
グ
マ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
「
信
仰
一
と
い
う
の
は
、
十
字
架
と
復
活
を
中
心
と
す
る
教
会
的
な
教
義
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
化
述したような抑圧的・差別的な「罪」概念と、それに発する機柵の廃棄を宣言するイエスに対して全幅の信頼を寄せ
る
と
い
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
五
節
の
告
げ
よ
う
と
し
て
い
る
事
柄
な
の
だ
と
思
う
。
し
か
も
こ
の
章
に
お
け
る
「人の子」という表現の使われ方をみてみると、それはイエスに限定されるものではなく、人間そのものに帰されるべ
き「権威」という暗示を含んでいる。つまり、「罪の赦し」を一定の人間や、一定の教義と結び付け限定し特種化させ
る
と
い
う
排
他
的
思
考
を
拒
否
す
る
と
い
う
姿
勢
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
限
定
化
は
、
不
可
避
的
に
疎
外
を
惹
起
す
る
か
ら
で
あ
る
。
一
罪
の
赦
し
」
を
、
イ
エ
ス
の
血
に
よ
る
臘
罪
、
復
活
に
よ
る
そ
の
保
証
と
い
う
仕
方
で
教
義
化
す
る
方
向
は
、
遂
に
は
「
救
食
事
を
し
て
い
た
」
と
い
う
ふ
う
に
読
め
る
よ
う
に
変
え
て
い
る
。
口
語
訳
で
は
ニ
イ
エ
ス
が
家
で
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
の
も
、
そ
の
た
めである。そのうえマタィは、「『わたしが求めるのは憐れみであって、いけにえではない』とはどういう意味か、行
って学びなさい」（一三節）と預言者の言葉を引用しながら挿入することによって、ここの中心主題を憐れみの問題に
変えてしまっている。そしてマタイは、マルコの一五節後半の一「実に大勢の［こういう］人たちがいて、イエスに従
っていたのである」という部分を削除してしまう。「多くの徴税人や罪人たちがイエスに従っていた」という強調を、
マ
タ
ィ
は
不
都
合
な
こ
と
と
思
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
マ
タ
イ
に
は
、
マ
ル
コ
の
批
判
的
視
点
が
把
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
6５ 
（２） 
済
の
施
設
」
と
し
て
の
教
会
（
ペ
ト
ロ
に
の
み
与
え
ら
れ
た
「
天
国
の
鍵
」
『
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
』
一
六
“
一
九
）
と
い
う
観
念
に
繋
が
り
、
「
教
会
の
外
に
救
い
な
し
」
と
い
う
排
他
的
妄
想
を
生
み
だ
し
、
陰
に
陽
に
主
張
さ
れ
る
「
キ
リ
ス
ト
教
唯
一
絶
対
主
義
」
な
ど
と
い
う
傲
慢
に
堕
し
う
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
全
体
と
し
て
は
そ
の
よ
う
に
経
過
し
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
か
ら
、
さ
ら
な
る
自
己
吟
味
さ
ら
に
、
こ
の
章
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
「
罪
の
赦
し
」
は
、
「
癒
し
」
と
い
う
実
践
に
直
結
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
現
実
の
も
ろ
も
ろ
の
不
条
理
を
取
り
除
こ
う
と
す
る
実
践
と
結
び
つ
か
な
い
よ
う
な
「
罪
の
赦
し
」
の
観
念
は
、
本
圃
的
に
不
真
実
な
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
が
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
こ
そ
マ
ル
コ
は
、
「
罪
の
赦
し
一
を
抽
象
的
に
論
じ
る
こ
と
を
せ
ず
、
さ
ら
に
い
え
ば
．
こ
の
主
題
を
福
音
書
の
主
た
る
テ
ー
マ
に
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
読
ん
で
く
る
と
、
こ
こ
で
提
起
さ
れ
て
い
る
問
題
意
識
は
、
現
代
の
わ
れ
わ
れ
に
も
い
ろ
い
ろ
な
深
い
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
現
代
の
世
界
も
、
い
や
現
代
の
世
界
こ
そ
、
か
つ
て
の
世
界
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
規
模
で
、
人
間
の
も
ろ
も
ろ
の
「
罪
」
が
生
み
出
し
た
不
条
理
・
矛
盾
な
ど
の
結
果
を
受
け
取
り
つ
つ
あ
る
、
と
は
言
え
よ
う
。
だ
が
そ
う
し
た
現
実
の
な
か
で
「
罪
の
赦
し
」
を
観
念
的
に
語
る
こ
と
は
実
に
危
険
で
あ
る
《
》
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
矛
盾
を
「
罪
一
と
い
う
宗
教
的
観
念
に
抽
象
化
し
て
い
ま
い
、
そ
の
「
罪
」
が
、
特
定
の
宗
教
的
観
念
に
基
ず
く
教
義
な
ど
を
信
じ
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
「
救
わ
れ
る
」
と
説
く
よ
う
な
姿
勢
は
、
諸
矛
盾
の
原
因
を
現
実
的
に
究
明
し
、
現
実
的
に
克
服
し
よ
う
と
す
る
作
業
を
捨
象
さ
せ
て
し
ま
い
、
宗
教
的
観
念
の
な
か
で
の
。
挙
的
な
問
題
解
消
」
へ
と
誘
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
「
現
実
と
観
念
」
の
逆
転
に
な
っ
て
し
ま
い
、
現
実
的
に
は
現
状
肯
定
へ
と
陥
つ
く３）
てしまうであろう。だから、「新しい権威ある教え」が語られても、それを「一一一一□葉」で解明するということを『原マル
ロ
ゴ
ス
コ
』
は
避
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
宗
教
的
言
葉
を
、
パ
ウ
ロ
な
ど
が
す
で
に
語
っ
て
い
て
、
宗
教
的
な
抽
象
化
が
す
で
に
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
『
原
マ
ル
こ
の
根
本
的
志
向
に
耳
を
傾
け
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
諸
矛
盾
の
原
因
を
、
わ
れ
わ
い
う
傲
慢
に
堕
し
う
る
。
わ
れ
わ
れ
》
を学ばなければならないと思う。
6６ 
イエスの原像（－）
れ
の
全
実
存
を
あ
げ
て
真
に
現
実
的
に
究
明
し
、
自
他
に
潜
む
歪
み
へ
の
傾
き
を
相
互
の
批
判
・
検
証
を
通
じ
て
快
リ
出
し
、
抜
本
的
な
「
方
向
転
換
」
（
「
悔
い
改
め
」
の
原
義
）
を
具
体
的
に
現
実
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
全
地
球
的
規
模
で
の
崩
壊
が
避
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
事
態
に
立
ち
至
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
実
践
を
伴
わ
な
い
形
で
「
罪
の
赦
し
」
を
語
る
こ
と
は
、
事
柄
と
の
現
実
的
対
応
を
回
避
さ
せ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
ま
さ
に
「
ア
ヘ
ン
」
の
機
能
を
果
た
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
現
代
の
世
界
に
顕著になりつつある宗教への回帰現象、とりわけ「根本主義的な」（旨目色日①ロ区一ｍ骨）な回帰現象は、現代の「行き
詰
ま
り
一
的
状
況
を
見
れ
ば
、
｜
定
程
度
理
解
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
に
き
わ
め
て
危
険
な
方
向
で
あ
る
と
思
う
。
わ
れ
わ
れ
の
前
に
横
た
わ
る
陥
奔
は
実
に
多
様
で
あ
り
巧
妙
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
す
ま
す
深
く
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
（
根
に
と
ど
く
）
宗
教
批
判
が
不
可
避
の
課
題
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
注（１）『聖書を読み直すＩ」
の
項
を
も
参
照
さ
れ
た
い
。
（２）『聖醤を読み直すＩ』の第二章、５「イエスとキリスト」の項を参照。
（３）拙著『宗教幻論」（社会評論社、’九八八年）の「人間の解放と宗教一の項、および拙諭「現代キリスト教の輝きと曇
り
－
－
八
解
放
の
神
学
Ｖ
の
一
ケ
ー
ス
ー
」
一
法
政
入
学
社
会
学
部
紀
饗
『
社
会
労
働
研
究
」
箙
三
七
巻
第
四
号
一
九
九
一
年
）
を
参
照されたい。
の
第
二
章
、
６
「
安
息
日
論
争
」
を
参
照
。
ま
た
こ
の
主
題
に
つ
い
て
は
同
齊
、
第
二
章
の
８
「
罪
の
赦
し
」
6７ 
